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藤環協30周年記念植樹を行いました
「“もったいない”」市民のつどいを開催しました
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写真・文章：㈱カナック　岡谷　裕子

用宗漁港から撮影した2026年元日の初日の出。
昨年は猛暑や豪雨の頻発、生態系への影響など、環境の変化をこれまで以上に身近に感じる一年となりました。
昇る朝日が新たな始まりを照らすように、自然と向き合い、環境を大切にする想いを共有しながら、
次の世代へとつながる実りある一年となることを願います。

1※この印刷物は大豆油インキを使用しています。

この冊子は古紙配合率70％の
再生紙を使用しています。



㈱静環検査センター　環境営業課　古口 尚

令和７年度 藤環協講演会

　今年度の講演会は2025年1月21日に２部構成で行われました。第１部では、「静岡県における気候変動影響
と事業者の適応について」と題して、静岡県環境衛生科学研究所 環境科学部【静岡県気候変動適応センター】の
神谷貴文様による講演が行われました。
　静岡県気候変動適応センターは、気候変動適応法（平成30年6月制定）に基づき設置された機関で、地域に
おける気候変動適応の情報収集・提供を行い以下の点を結論付けています。

▶ 既に気候変動は進行しており、熱中症搬送者数・短時間強雨による水害等が増加している。
▶ 気候変動対策は「緩和」と「適応」の両輪で進めていく必要がある。
▶ 将来の気候予測は対策の程度（対策シナリオ）により異なってくるが、1番厳しいシナリオ（持続可能な発展の  
下で、気温上昇を2℃未満に抑えるシナリオ）でも気温の上昇は避けられない。
▶ 気候変動の影響は企業活動にも及んでおり、事業の特性に即した対応策が必要。
▶ 一方で気候変動による影響をリスクだけでなく、「機会」としてとらえることも重要で機会を活用した適応
ビジネスが展開されている。

　第2部では、気候変動による影響をリスクだけでなく「機会」としてとらえることについての具体例を「藤枝型
カーボンクレジットの概要」と題して、静銀経営コンサルティング株式会社 堀慶彦様に解説いただきました。
藤枝型カーボンクレジットはJ-クレジット制度に基づき、森林によるCO2吸収量をクレジットとして販売し、
地元の東海ガスがその排出枠を買取り、カーボンオフセット（CO2排出量相殺）エネルギーとして販売すること
で資金循環を促します。その資金により適切な森林の維持・管理を行う事で環境と経済を両立させ、藤枝市内を
中心に脱炭素化を推進する取組みになります。CO2吸収量50ｔ単位で販売し、その金額は75万円になります。
　今まで私たちは温室効果ガスの排出を抑制する緩和策ばかり実施していましたが、厳しい緩和策でも気温上
昇が避けられない現実がある以上、これからは現在および将来の気候変動に対処する適応策が今重要になって
くると認識できた大変有意義な講演でありました。

▶
▶
▶

▶
▶

▲ 静銀経営コンサルティング株式会社　堀慶彦様▲▲ 静岡県環境衛生科学研究所　環境科学部
　 静岡県気候変動適応センター　神谷貴文様
▲
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視察年月日：2025年 10 月 17 日

視　察　先：いすゞ自動車株式会社　① いすゞプラザ　② 藤沢工場

　いすゞ自動車株式会社は1962年に操業開始。視察した藤沢工場では、主に大型/中型/小型トラックの組み立
てを行い、研究所も併設しております。
　環境への取り組みについては、生物多様性活動や自家発電システムを行い、環境負荷軽減につながる取り組みを進
めているとのことでした。中でも、産業廃棄物については108種の分別をしていること、リサイクル品としてパ
レットやPPバンドの再生化に取り組んでいること、水資源なども雨水を利用し環境に配慮しているとのことです。
　品質面では品質の4本柱を掲げており、高品質なものづくりを徹底している様子が感じられました。
　いすゞプラザも歴代の車種が展示されており自動車の歴史となつかしさを感じられる場所となっていました。
安全・品質・環境の取り組みに参考になる視察研修となりました。

　2025年10月24日、瀬戸川河川敷で実施しました「第21回清掃美化活動」に会員の皆さんと一緒に参加しました。
　作業範囲はふれあい橋から瀬戸川橋までの西岸約3haで、天候は一時小雨がありましたが活動中は持ちこた
え、快適な気候の中で実施できました。多くの参加者が集まり、散策しながら清掃を進める雰囲気は長閑で心地
よいものでした。個人的な気づきとして、歩道には手すりが整備されている箇所があり、安全性への配慮が感じ
られました。
　回収したごみは40Lコンテナ約4個分で、空き缶やペットボトル、スチロールなどのほか、ゴルフボール2個や
バーベキュー用金網といった予想外のものも含まれていました。全員が怪我なく終了でき、地域環境の美化を
再認識する貴重な機会となりました。
　今後も継続して参加し、より良い環境づくりに貢献してまいりたいと考えます。

住友林業クレスト㈱静岡工場　　製造部　太田勝己

住友ベークライト㈱静岡工場　環境管理部　中道　聖
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　私の趣味は野球観戦です。　
　2023年のWBCで日本が優勝したのをきっかけに野球を観るようになり、今では毎日欠かさず試合結果や選手成績
をチェックするほど、生活に欠かせないものとなっています。年に5回ほど球場に足を運びますが、現地でしか味わえ
ないファンや応援団の雰囲気にいつも圧倒され、胸が熱くなります。
　野球観戦が高じて、最近では草野球も始めました。初心者として練習生から参加し、経験者の方々から日々アドバイ
スをいただいています。練習を重ねるたびに自身の成長を実感でき、充実した時間を過ごせています。まだ試合でヒッ
トを打てていませんが、まずは記念すべき1本を目標に、これからも練習に励んでいきたいです。 

氏名：横馬　誠
所属：セイエン商事㈱木内アスコン藤枝工場私の趣 味

私の一 言

　富士市にある富士川緑地公園グラウンドからは、美しい富士山を望むことができます。
　例年1月3日から5日までの3日間、この場所で「栄光杯」というソフトボール大会が開催されています。県内の高校は
もとより、北は北海道、西は兵庫県など全国から計24の女子チームが集まり、富士山を背に熱戦を繰り広げます。多く
のチームにとって、夏のインターハイに向けた新年のスタートがこの大会から始まります。参加チームには日本代表
選手を擁するチームや全国大会の常連校も多く、毎年非常にハイレベルな試合が展開されます。
　私は10年ほど前から、年始の時期に審判として協力させていただいております。かつては早朝のグラウンドに霜柱
が立ち、凍えるような寒さの中で試合を行っていましたが、近年は温暖化の影響か、穏やかな気候の中で気持ちよく試
合ができるようになりました。
　雪を冠した美しい富士山をこれからも変わらずに見られることを、心から願っております。

氏名：石田　富雄
所属㈱バスクリン（現在はアース製薬㈱に統合）

（ベルーナドームにて）
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　藤枝市環境保全協議会創立30周年を記念して、蓮華寺池公園にジンダイアケボノザクラの植樹を行いました。
　ジンダイアケボノザクラは日本花の会が推奨する樹勢が強健で鑑賞性が高い品種であり、来年春に花を咲かせて
蓮華寺池を訪れた皆さんの目を楽しませてくれることが期待されます。当日は、会長、副会長、社会活動事業部が
参加し、植樹の土入れを行いました。

　本市では、12月を「“もったいない”推進月間」と位置付け、市民一人一人が環境行動を実践するきっかけづくりを
進めています。その一環として、12月6日、BiVi藤枝において「“もったいない”市民のつどい」を開催しました。
　当日は、小学4年生を対象とした環境ポスターコンクールの表彰式、次世代環境リーダー育成研修の報告会、藤枝
北高校の生徒による研究発表などを行いました。
　次世代環境リーダー育成研修の報告では、参加した高校生から、ハワイ州での現地高校生との交流や海岸清掃活
動、地産地消の取組を通じて学んだ環境意識の大切さが発表され、「研修で学んだことを活かし、仲間と共に環境問
題に取り組んでいきたい」といった感想が聞かれました。
　また、藤枝北高校の生徒による「バイオマス資源活用プロジェクト」の研究発表では、農場残渣を活用した元肥
づくりや、剪定材から作られたポリポットの研究など、地域の未利用資源を活かした実践的な取組が紹介されました。
　本市では、今後も人材育成と施設整備の両面から、持続可能なまちづくりを進めていきます。    （藤枝市 環境政策課）

30周年を記念して、正解者の中から抽選で５名の方にＱＵＯカード1,000円分が当たるクイズを開催します。

「“もったいない”市民のつどい」を開催しました

藤環協30周年記念植樹を行いました

Q.今回植樹したジンダイアケボノザクラの看板に記載されているキャッチフレーズは？

環境ポスターコンクール表彰式の様子 次世代環境リーダー育成研修報告会の様子

● 応募方法： ① 専用の応募用紙にキャッチフレーズが分かる看板の写真を添付し、各事業所の担当者に提出
② 藤枝市生活環境課（kankyo@city.fujieda.shizuoka.jp）まで、必
ずメール本文に事業所名と部署名、名前を明記し、キャッチフレー
ズが分かる看板の写真を電子メールにて提出。● 正解発表：藤環協
だより63号に掲載します。
● 締め切り日：令和8年3月
3 1 日（ 火 ）※ 当 選 者 の 発 表
は、記念品の発送をもってか
えさせていただきます。
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　2025年、今年の漢字一文字に『熊』が選ばれました。
　全国各地で熊による人身被害や、熊の人里出没を報じるニュースを連日耳に
しましたが、その背景には人間の活動が大きく関わっています。森林伐採や開発に
よって生息地が奪われ、里山の管理放棄により人里と山の境界が曖昧になった
こと。また、温暖化によりブナなどの堅果類が不作となり、十分な食料を得られ
ず、その結果、熊は食料を求めて人間の生活圏へ入り込むようになりました。
　熊による被害を「危険」として排除するだけでなく、森の再生や共存の仕組みを
考え、私たち一人ひとりが環境問題と向き合うことが大切なのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （M.W.）

磯部　敏輝 （㈱テクノフローワン）

中道　 聖 （住友ベークライト㈱静岡工場）

川西　英吾  （㈱ニチビ  静岡工場）

石上　隼人  （科研製薬㈱　静岡工場）

吉田　光明  (㈱村上開明堂)

渡辺　睦巳  (松林工業薬品㈱)

部　長

副部長

部　員

● 応募方法：①専用の応募用紙に必要事項を記入し、各事業所の担当者に提出 ②藤枝市生活環境課（kankyo@city.fujieda.shizuoka.
jp）まで、必ずメール本文に事業所名と部署名、名前を明記し、電子メールにて提出。● 締め切り日：令和8 年 3 月31日（火）
● 正解発表：藤環協だより63号に掲載します。※当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

正解者の中から抽選で５名の方に

QUOカード1,000円分をプレゼント！

第61号の答えは、”ブルーカーボン”でした。
たくさんのご応募ありがとうございました！

アマゾン原産の植物。エキスを使った飲み物が
北海道で人気。

屋内だが床材を貼らず、土足で歩ける空間のこと。
電車やバスを別の路線・便に変えること。

〇〇すれば鈍する。

飛行機の進行方向を変えるための装置。ラダー。

縁故、親しい関係の事。○○入社。

好み。特に、芸事などに関する心得。

胃の粘膜に棲みつく細菌。胃痛、胸やけ、食欲減
退を引き起こす。

砂糖などの糖類を熱して作られる褐色のソース。

興味のないことには○○○心。

顎から肩くらいの長さで、丸みのあるシルエット
が特徴の髪型。
麻雀で、同じ牌を４枚集めて一組を作ること。

「お弁当箱のうた」の中で最後に入れる食材。筋が
通っている。

板〇〇、粒○○、○○シロップ。

５月５日は何の日？

原子番号15番の元素。

結婚する男女と、その両家の間を取り持つ人。

刑事を指す隠語。

○○舌。○○ヤナギ。○○ひろし。

フランス語で「麦の穂」の意味を持つパン。
ベーコン○○。

人が生きている現実世界。この世。

11番目のギリシャ文字。

釣り〇〇に出かける。

メカニカルの略。よろしく○○ドック。

クラッカーから飛び出すもの。

牛肉をココナッツミルクとスパイスで煮込む
インドネシアの料理。
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縦のカギ問題 横のカギ黄色いマスに入る文字を並び替えて、
言葉を完成させて下さい。
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建 築 物 の 輸 送 や 建 設 、修 繕 、廃 棄・
リ サ イ ク ル な ど 、運 用 以 外 で 排 出 さ れ る
温 室 効 果 ガ ス の 量 を カ タ カ ナ で 何 と い う ？ AQ ン ィ ー ボ ン

科研製薬㈱静岡工場
㈱カナック
㈱志太紙業
㈱城南メンテナンス
㈱鈴木鉄工所
住友ベークライト㈱静岡工場
住友林業クレスト㈱静岡工場

ｾｲｴﾝ商事㈱木内ｱｽｺﾝ藤枝工場
㈱静環検査センター
中外製薬工業㈱藤枝工場
㈱ツムラ静岡工場
㈱テクノフローワン
㈱ニチビ静岡工場
日清紡テキスタイル㈱藤枝事業所

会 員 紹 介
アース製薬㈱
藤枝製紙㈱
松林工業薬品㈱
㈱村上開明堂
㈱明治東海工場
藤枝市生活環境課（事務局）

全19社 ＋1 団体
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